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米国特許情報 

裁判地に関する米国連邦最高裁判所による判決後に 

連邦地方裁判所に提起された特許侵害訴訟件数の変化を示す統計データ 

 

 

                           ２０１７年０６月２６日 

 

                           

 

１. はじめに 

 米国連邦最高裁判所は、2017年 5月 22日に、TC Heartland LLC v. Kraft Foods Group Brands 

LLC事件において、審理の結果、全会一致で、CAFCの判決を破棄差戻し、特許裁判地における

"residence"の定義を以下に示すように明確化しました。すなわち、連邦最高裁判所は、28 USC 

1400(b) に規定の裁判地において、米国内の法人の"residence"の定義に関し、当該法人が法人格

を取得している州のみを意味することを明確化しました。 

 

なお、連邦最高裁判所による本件判決の前は、特許裁判地（"patent venue"）における"residence 

(reside)"の定義を広く適用し、被疑侵害者が裁判所の対人管轄権（"personal jurisdiction"）の対象

となっている任意の裁判地において居住していると見做され、当該任意の裁判地で特許侵害訴訟

が提起されてもよいとされてきました。 

 

 上記最高裁判決から約 1 ヶ月経過しましたが、本件により、実際に連邦地方裁判所への特許

侵害訴訟の提起件数にどのような変化が生じているかについて、以下に説明します。 
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